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	ASHRAEスタンダード34　毒性　毒物学的データに関する冷媒申請ガイダンス

	
	冷媒名:  
	

	ASHRAEスタンダードセクション
	
	データと情報

	9.6.1
	急性毒性
	

	
	短期間暴露限界または上限値
	

	9.6.1.a
	指定値がある場合にはACGIH TLV-C（もし指定値がない場合には「なし」と記入）
	値と情報源を記述

	9.6.1.b
	指定値がある場合にはACGIH TLV-STEL,（もし指定値がない場合には「なし」と記入）  
	値と情報源を記述

	9.6.1.c
	指定値がある場合にはNIOSH IDLH（もし指定値がない場合には「なし」と記入）, 
	値と情報源を記述


	9.6.1.d
	急性吸入毒性
	

	
	試験種（例:LC50,  概略致死濃度または限度試験）
	

	
	値 （例:. LC50値）
	

	
	動物種
	

	
	群毎の動物数
	

	
	媒体（使用した場合）
	

	
	暴露濃度
	

	
	暴露時間（分、時間）
	

	
	GLP　（はい/いいえ）
	

	
	方法
	可能な限り適切なガイドラインを引用する(例: OECD, EPAなど)。必要に応じて試験方法詳細を追記する

	
	結果/結論
	臨床徴候、体重変化などを含めた、試験中に観察された他の影響についても記載する。

	
	追記事項
	必要に応じてその他試験詳細について記載する。

	
	参考文献
	ジャーナルに関しては著者、年、タイトル、ジャーナル名を表記。ウェブサイトやその他の情報源に関しては、アクセスした日付を含めた完全に記載。未公表報告に関しては守秘およびプライバシーを守るため「著者未公開」と著者欄に記入


	9.6.1.e
	他の急性毒性（例：経口、経皮）
	

	
	試験種（例：LD50）
	

	
	値（例：LD50値)
	

	
	動物種
	

	
	群毎の動物数
	


	
	媒体（使用した場合）
	

	
	投与用量
	

	
	GLP　（はい/いいえ）
	

	
	方法
	可能な限り適切なガイドラインを引用する(例: OECD, EPAなど)。必要に応じて試験詳細を追記する。

	
	結果/結論
	臨床徴候、体重変化などを含めた、試験中に観察された他の影響についても記載する。

	
	追記事項
	必要に応じてその他試験詳細について記載する。

	
	参考文献
	ジャーナルに関しては著者、年、タイトル、ジャーナル名を表記。ウェブサイトやその他の情報源に関しては、アクセスした日付を含めた完全に記載。未公表報告に関しては守秘およびプライバシーを守るため「著者未公開」と著者欄に記入


	9.6.1.f
	心感作性
	

	
	試験種
	

	
	NOAEL/NOEL
	

	
	LOAEL/LOEL
	

	
	動物種
	

	
	群毎の動物数
	

	
	媒体（使用した場合）
	

	
	暴露濃度
	

	
	暴露時間（分、時間）
	

	
	GLP　（はい/いいえ）
	

	
	方法
	可能な限り適切なガイドライン)を引用する(例: OECD, EPAなど)。必要に応じて試験詳細を追記する。

	 
	結果/結論
	臨床徴候、体重変化などを含めた試験中に観察された他の影響についても記載する。

	
	追記事項
	必要に応じてそのた他試験詳細について記載する。

	
	参考文献
	ジャーナルに関しては著者、年、タイトル、ジャーナル名を表記。ウェブサイトやその他の情報源に関しては、アクセスした日付を含めた完全に記載。未公表報告に関しては守秘およびプライバシーを守るため「著者未公開」と著者欄に記入


	9.6.1g
	麻酔性及び中枢神経系への影響
	

	
	試験種（例：EG50または閾値）
	

	
	値（例：LC50またはEC50値）
	

	
	動物種
	

	
	群毎の動物数
	

	
	媒体（使用した場合）
	

	
	暴露濃度
	

	
	暴露時間（例：分、時間）
	

	
	暴露期間（例：., 1回投与, 5日間, 5日間/週, 他）
	

	
	GLP　（はい/いいえ）
	

	
	方法
	可能な限り適切なガイドラインを引用する(例: OECD, EPAなど)。必要に応じて実験詳細を追記する。

	
	結果/結論
	臨床徴候、体重変化などを含めた試験中に観察された他の影響についても記載する。

	
	追記事項
	必要に応じてその他試験詳細について記載する。

	
	参考文献
	ジャーナルに関しては著者、年、タイトル、ジャーナル名を表記。ウェブサイトやその他の情報源に関しては、アクセスした日付を含めた完全に記載。未公表報告に関しては守秘およびプライバシーを守るため「著者未公開」と著者欄に記入


	9.6.51h
	その他の逃避障害作用及び永久的障害
	

	
	試験種（例： LC50,  反復投与,  発生毒性, その他)
	

	
	LOAEL/NOAEL 値
	

	
	動物種
	

	
	群毎の動物数
	

	
	媒体（使用した場合）
	

	
	暴露濃度
	

	
	暴露時間（例：分、時間）
	

	
	暴露期間（例：., 1回投与, 5日間, 5日間/週, 他）
	

	
	GLP　（はい/いいえ）
	

	
	方法
	可能な限り適切なガイドラインを引用する(例: OECD, EPAなど)。必要に応じて試験詳細を追記する。

	
	結果/結論
	臨床徴候、体重変化などを含めた試験中に観察された他の影響についても記載する。

	
	追記事項
	必要に応じてその他試験詳細について記載する。

	
	参考文献
	ジャーナルに関しては著者、年、タイトル、ジャーナル名を表記。ウェブサイトやその他の情報源に関しては、アクセスした日付を含めた完全に記載。未公表報告に関しては守秘およびプライバシーを守るため「著者未公開」と著者欄に記入


	9.6.2a
	反復暴露毒性試験、発生毒性、生殖毒性、慢性毒性（注：それぞれの主試験について、下記の情報を記載）
	

	
	試験種（例：2週、28日、90日、発生、生殖、慢性）
	

	
	値 （NOAEL, LOAEL）
	

	
	動物種
	

	
	群毎の動物数
	

	
	媒体（使用した場合）
	

	
	暴露濃度
	

	
	暴露時間（例：時間/日）
	

	
	暴露期間（例：5 日/週）
	

	
	GLP　（はい/いいえ）
	

	
	Method　方法
	可能な限り適切なガイドラインを引用する(例: OECD, EPAなど)。必要に応じて試験詳細を追記する。

	
	結果/結論
	臨床徴候、体重変化などを含めた試験中に観察された他の影響についても記載する。

	
	追記事項
	必要に応じてその他試験詳細について記載する。

	
	参考文献
	ジャーナルに関しては著者、年、タイトル、ジャーナル名を表記。ウェブサイトやその他の情報源に関しては、アクセスした日付を含めた完全に記載。未公表報告に関しては守秘およびプライバシーを守るため「著者未公開」と著者欄に記入


	9.6.2
	作業暴露限界(OEL)
	

	9.6.2.b
	ACGIH TLV-TWA,もしあるなら
	値と情報源を記述

	9.6.2.c
	AIHA WEEL,もしあるなら
	値と情報源を記述

	9.6.2.d
	OSHA PEL,もしあるなら
	値と情報源を記述

	9.6.2.d
	可能なら8時間の時間加重平均（TWA）、作業暴露限界（OEL）。あるいは申請者推奨の8時間TWA、 OELとその決定方法に関する詳細説明。混合物ならば、混合物としてのOEL
	OELの値と情報源を記載する。もし申請者が設定したOELである場合には、その推奨OELの算出の詳細と仮定を記述すること。


	
	その他の毒性評価項目（例：変異原性、発生毒性、関連する特殊試験）
	可能な限り適切なガイドラインを引用する(例: OECD, EPAなど)。必要に応じて試験詳細を追記する。

	
	参考文献
	ジャーナルに関しては著者、年、タイトル、ジャーナル名を表記。ウェブサイトやその他の情報源に関しては、アクセスした日付を含めた完全に記載。未公表報告に関しては守秘およびプライバシーを守るため「著者未公開」と著者欄に記入


	9.8
	混入物質・不純物
	混入物質や不純物を特定（同定）する。それらは、RCLの精度に影響する毒性を増加させることが知られている製造・輸送・保管により生じる異性体不純物や分解物不純物を含む。
また、これらの不純物の限界を特定すること。

	
	参考文献
	ジャーナルに関しては著者、年、タイトル、ジャーナル名を表記。ウェブサイトやその他の情報源に関しては、アクセスした日付を含めた完全に記載。未公表報告に関しては守秘およびプライバシーを守るため「著者未公開」と著者欄に記入


	
	データと最終文献検索
	

	
	
	

	
	参考文献
	上記全てに関して参照・引用した文献に関する情報を全て記載すること。ジャーナルに関しては著者、年、タイトル、ジャーナル名を表記。ウェブサイトやその他の情報源に関しては、アクセスした日付を含めた完全に記載。未公表報告に関しては守秘およびプライバシーを守るため「著者未公開」と著者欄に記入

	9.6.3
	それぞれの成分に関するＭＳＤＳについて。冷媒が混合物の場合には、混合物のＭＳＤＳも提供すること。
	最新のMSDSを含めることが有用である。
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